
■ ワーク：視点を変えて考えてみる

組織で活躍するためのコミュニケーション
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2．どちらに頼みたいか？その理由は？

3．それぞれの未来

1．仕事におけるコミュニケーションの目的は？

1

【解説】

組織で活躍するためのコミュニケーションについて考えてみましょう。
まず、ワークの流れを説明します。１、２、３について個人で考えた後、グループ共有、全体
共有を行います。

1．仕事におけるコミュニケーションの目的とは

コミュニケーションは、日常で行われますが、職場、仕事という観点に絞って
コミュニケーションは「何のために」行われるのか、「何につながるのか」という目的
を考えてみましょう。

＜個人ワーク５分＞

2．どちらに頼みたいか？その理由は？

次に、仕事を依頼する側の立場で、考えてみます。
皆さんは、ある任務を与えられるとします。その任務を一緒に手伝ってくれる人を
選ぶにあたり、どちらに依頼をしたいかを考えて頂きます。

頭の中で、イメージしながら聞いてください。

＜設定＞
コロナウイルスも完全に終息し、特効薬もできて普通に旅行ができるようになりました。
皆さんは入社3年目になって、親睦を深めるための社員旅行の幹事に抜擢されました。
一人だと大変なので、２年目の社員から、メンバーを選んで予算やイベントの企画など
役割分担を行い、社員旅行を成功させる必要があります。

そこで、依頼するメンバーを選ぶ際に今から表示するAさんとBさんどちらに頼みたい
か、理由も含めて記入してください。 → 次のページ表示



Aさん Bさん

表情がない、反応がない
人と関わろうとしない
話しかけても、一言二言で終わる
あまり話したことがないので、
どんな人なのか、強み、弱みも
分からない
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表情ゆたか、しっかり反応
人とよくコミュニケーションを取る
自ら人と関わり、話を広げる
色んな話をしたので、人柄や
強みや弱みも認識できている
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【解説】

Aさん、Bさんはこのような方です。
（読み上げながら説明、Aさんの【人と関わろうとしない】の前に、「休憩時間はいつも
スマホを見ていて」を付け足しても良い）

皆さんは、どちらに頼もうと思いますか？
特に気にしないという人もいるかもしれませんが、敢えてどちらかを選らんでみてください。
理由も合わせてお願いします。

＜個人ワーク５分＞
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組織で活躍するためのコミュニケーション

2．どちらに頼みたいか？その理由は？

3．それぞれの未来

1．仕事におけるコミュニケーションの目的は？
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【解説】

3．それぞれの未来：個人ワーク

AさんとBさんについて、もう少し考えてみましょう。
Aさん、Bさんが、このままの状態で仕事生活を続けていたとしたら、それぞれの未来はどうなるか、
について考えてください

＜個人ワーク６分＞

【グループ共有、全体共有】

では、１～３について、記入した内容をグループで共有します。
グループで共有された内容を、全体でも共有を行うので、発表できるようにまとめておいてください。

＜グループ共有１２分＞ ※グループ人数に応じて調整

＜全体共有１０分＞ ※グループ数に応じて調整

【解説】

１～３について、発表内容に触れながら、必要に応じて補足

＜全て共有が終わった後＞

皆さん自身は、どちらになりそうですか？
コロナで、コミュニケーションを取ってはいけないという期間が長く続き、人と話すということに慣れて
いない、苦手意識があるという人も多くいると思います。

コミュニケーションを取りたくないわけではなく、どうやって取ればいいかわからない、という状況で
あったとしても、Aさんのような状態でいると、皆さんの発表内容にあったように、いい未来にはなら
ないわけです。
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4．円滑なコミュニケーションを取るために

■ ワーク：自分にできることを考える
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【解説】

そこで、配属先で、Bさんのようになり、いい仕事生活を送るために、円滑なコミュニケーションを取るためにどうす
ればいいか考えてみましょう。

自分にできるか、という点は考えなくていいので、どんなことをすればいいか、考え方や態度、話すネタ、具体的
にとる行動など、様々な観点から考えてみましょう。

＜個人ワーク５分＞＜グループ共有１０分＞＜全体共有７分＞

【参考】

＜考え方＞
・相手もコミュニケーションを必要としている

＜スタンス＞
・
・相手への興味・関心

＜在り方＞
・ほほえみ、マスクは目しか見えないので、目で笑顔
・勇気を出して積極的に

＜行動＞
・元気よく自分から挨拶をする
・
・
・
・
・
・

【まとめ】

頭では考えられることも、実際にやろうとするとハードルが高いこともあります。
特に、配属先に同期がいない場合は、なかなか難しいでしょう。ただ、最初の一歩を踏み出すことができれば、
次からは、楽になります。
今、皆さんから発表された内容の中で、できそうなことを覚えておいて、まずは勇気を振り絞ってアクションを
行ってみてください。


